




目的と課題 

母子相互関係と子の精神発達との関連の仕方について,乳児期の間に成立,展開されてきた

相互関係は,その後の子の発達に伴って変容をとげていくのが一般的なことと考えられる

が,この子どもの成長に伴う関係の変化は,初期の両者の関係の型といかなる関連があるの

か。また,乳児期の母子相互関係と子の精神発達との間にみられる関係は,その後も,同じよ

うな関係の仕方をするのか,それとも,関係の仕方そのものも変化するのか。 

このような設問のもとでの母子相互関係の変容と,子の発達との関係の変化または連続性

の検討が,この研究の三年連続のテーマであった。 

本年度はそのなかで,第一年度に一応分析を終えた乳児期(9 ヵ月～1歳 3ヵ月)における母

子関係が,2 歳の時点では,どういう関係となるのか,その連続性または変化の仕方を中心

に分析を行なうことを目的課題とした。 


